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第 1章で本論文の全体を述べ，第 2章で研究課題を定義している．第 3章では関連研
究のサーベイとレビューを述べている．このレビューに基づき，第 4章で研究課題を解
決するための主たるアイディアとそれに基づく解決のフレームワークを述べている．こ


































第 7章では，第 4章から第 6までの開発を実現するためのアプリケーションの構造に
ついて検討を行っている．特に，第 6で提案した可変性の分析方法に基づき，可変性を
モジュール化するリファクタリング方法を提案している．  
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